
 

 

 暑い日が続いています。暑いと体力が落ちて、食欲がわかないことや、つい冷たい物ばかりを食べて 

しまうことがあります。暑さに負けない体をつくるために、しっかりとご飯を食べて、早寝早起きに 

努めましょう。熱中症にも注意が必要です。水分補給に十分気を配りましょう。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより 

 

８月号 認定こども園大塚 

看護師 島田 

７月の感染症情報 
手足口病      2名 

溶連菌感染症    2名 

頭ジラミ      3名      

 
県内では、RSウイルス感染症の報告が増え 

ており、特に1歳以下が多くなっています。 

軽い風邪のような症状から重い肺炎まで程度 

は様々で、初めて感染した場合は、症状が 

重いようです。喘鳴が強く、息苦しそうな 

時は、医療機関に相談しましょう。 

患児のくしゃみや咳のしぶき、ウイルスの 

付着したおもちゃ等を触ったり、なめたり 

することで感染します。予防には、こまめな 

手洗いと子供達が日常的に触れるものの 

消毒が有効です。塩素系の消毒剤で定期的に 

消毒しましょう。 

 

 

室内の温度調節 

室内にいても熱中症になることがあります。ク

ーラーをじょうずに使って温度調節をしましょ

う。扇風機も一緒に回すと、空気が循環して、

室内の温度が一定に保たれます。また、お昼寝

の際には、室内でも日陰になる場所を選び、ク

ーラーや扇風機の風が子どもの体に直接あたら

ないよう、工夫しましょう。設定温度は、27～

28℃が適温と言われています。 

また、乳児のお昼寝の場合は、時々手足を触る

などして、冷え過ぎていないかどうかをチェッ

クしましょう。 


